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第 5図 転換年次と収量およびいもち病被害率

被害率95%以上と全滅に近い発生率で,収量も著しく減

収している。

4む  す  び

和賀中部地区の洪積庄火山灰土壌における田畑輪換に

おいて,牧草跡の水稲栽培は,転換初年度において牧草

残存物に由来する窒素発現の影響により,N-0で も高
位収穫が得られ,日畑輪換の本質的な効果が認められ

る。また,窒素施用適量は 0～ 4聴/10C成分で, 十分
な収量が得られるが,牧草残存物の影響がない普通畑跡
では 8～ 12んθ/10α 成分まで施肥量の増加が 可能であ

る。転換 2年目以後は,怯換年次を経過するごとに窒索

地力の消耗が著しいので,転換初年目と肥培管理をまっ

たく異にし,牧草残存物にかかわりなく,施肥窒素適量も

8～ 12り/10α 成分まで増肥する必要がある。さらに,

施肥窒素増大に伴う施肥法の改善,いもち病防除などの

管理を徹底しなければならない。

栽培条件に対する水稲品種の反応について

第 2報 施肥条件に対する反応

千 葉 隆 久・ 高 橋 重 郎

佐 野 稔 夫 。安 田 捨 己

(官 城 県農試)

1ま え が き

第 1報に続き,水稲品種の施肥法に対する各形質の反

応の違いを明らかにし,各品種ことの栽培法ならびに多

収栽培のための資料を得た。

2試 験 方 法

1 施肥条件
窒素基肥量をα当り05た,,08ん,の 2段階とし,それ

ぞれに穂首分化期または減数分裂lUlに 014κ夕を追肥する

区を設けた。海酸,加里は全量基肥とし,それぞal1 75

た,/α を施した。

2 供試品種
フジミ′り・ふ系77号・ レイメイ・チョウカイ・た

ちはなみ・ササニシキ

3 耕種概要

播種期 :4月 13日 ,保温折衷苗代

播種量 :100′ /″

田植え :5月 22日 ,30X12Cπ, 3本植,278株ノ″,
一区 86″ . 2区制

3 試験結果および考察

苗代期間は順調に経過し,本田初期の活着も良好であ

った。分けつ期間もまれに見る好天が続き,主稗出葉速

度や分けつ出現も早まった。このため本年は主稗葉数が

一枚増加するのではないかと予想したが.出菜促進がそ

のまま出穂促進となり,平年より10～ 14日 程度早まっ

た。このような生育経過をたとったため穂首分化期の追

肥は各品種ともに若干遅れ気味となり,出穂前29～30日

前ごろとなった。

出穂後の大候も8月 20日 ごろまでは良好であったの
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第 表 生育な らびに収穫物調査
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注 区別のハ0は  1 基lE標肥, 2 基標+穂首, 3
6 基多+減分追肥

で,登熱期間のはとんとは好天候下に過したが,その後

長雨が続き,立毛中に発芽するものも若千見られた。

最高茎数は第 1表に示すように,基肥多肥区が各品種

ともに当然多くなっているが,多肥による茎数の増加ltl

向は品種によって異なり,フ ジミノリ・ レイメイは茎数

のふえかたが小さく,ふ系77号・チョウカイ。たちはな

み,ササニシキは大きいはうである。

穂数についても,茎数にとに大きな差は見られない

が,ほぼ同様な傾向が認められる。さらに穂数について

は,潮巴の影響が大きく,穂首分化期の潮 巴では10～25
%の穂数増の効果があり,減数分裂期の追肥でも若干穂

数増の傾向がある。穂首分化期追肥による穂数増は各品

基標+減分, 4 劇 じ多肥, 5 基多+穂首.

種ともに大きく,特に明らかな品種間差はないが,減数

分裂期の追肥ではフジミ′り・ふ系77号のようにはとん

と増加しないものと,たちはなみのように増加しやすい

ものとがある。また一般に基肥標1巴のほうが,基肥多肥

よりも減数分裂期追肥による穂数増の効果はでやすいよ

うである。

稗長の基肥の差ならびに追肥による変化は標1巴より多

88が長く,さ らに追肥によって伸長しているが,AIE条

件による律長の伸び率は品種によって異なり, レイメイ

のように追肥による伸びの小さいものや,チ ョウカイの

ように伸び易いものとがある。この伸長性の差は, レイ

メイがほとんと倒伏せずチョウカイの倒伏が箸しかった
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ことから倒伏抵抗性と関連はあると思われるが,伸び率

の同じようなササニシキとたちはなみが,前者は基肥の

みでもかなり倒れ,後者は追肥によって急激に倒伏を増

すなど品種独自の稗質や拝長が大きく影響しているよう

で,この伸長性からのみではlnl伏性は判定できず,総合

的な判定が必要である。一方,施肥量の増加や追肥によ

り受 lc態勢の乱れが起るが, この苦Lれは主に葉身長の伸

長と関連が大きく,概 して繹長の伸び易いものは葉身長

も伸び易く,稗長の伸び易いものは例え倒伏にはいたら

なくとも受光態勢は悪化するとみて良いであろう。

次に粗数についてみると (第 1図),同一施肥条件で
確保される籾数に大きな品種間差が見られ,ササニシキ

が最も多く, レイメイは最小である。 また,基肥量の
差,追 1巴の有無などによる粗数の変動は,ササニシキ,

たちはなみが大きく,チ ョウカイ・ フジミノリがこれに

次ぎ, レイメイは施肥条件に対する反応が最も鈍いこと

がわかった。なお,ふ系77号は基肥量による差は明確だ

が,追肥の影響は大きくなかった。また,いったん分化

した籾の退化は,分化籾数の多少とは直接の関係がな

く,品種間差が大きいようで,ササニシキ, レイメイの

退化が少なく,チ ョウカイ・ふ系77号の退化率は高かっ

た。施肥法間の差では,減数分裂期追肥での退化防止の

効果は顕著に現われているが,甚肥区と基肥+穂首分化

期追肥区との差は不明である。

このようにしてできた籾数と千籾当り収量との関係を

第 2図についてみると,全体的な傾向としては,釈数が

増大するに従い千靭当り収量は低下す る。 しか し, こ
のことを品種ごとについてみると,フ ジミ′り・ ふ系

77号・ レイメイなどは籾数増加に伴う千籾当り収量の低

下が小さいので, さらに籾数を増せば面積当り収量増加

の可能性がある。これに対しササこシキは千糎当り収量

の低下率が大きく, 4万粒/″以上での増収の可能性は

4ヽさいとみなされる。また,たちはなみは両者の中間的

な低下率を示し,本試験の籾数の範囲内では,面積当り

収量の変化はきわめて少なかった。このような千籾当り

収量の変化の品種間差異は,釈数増加に伴う登熟歩合な

らびに千粒重の変化によってもたらされているものであ

る。

粗数と登熟歩合の関係を品種ごとにみると,登熟歩合
は25,000粒附近では大差なく,ほぼ90%附近に集中して
いるが,30,000WiF前後から品種間差が現われ,こ の粒数

ではフジミノリ・ レイメイ・ふ系77号なとが高く,チ ョ

ウカイ・たちはなみなど力ЧXく なっている。最高収量を

示した40,000粒附近ではフジミノリ・ふ系77号の登熟歩

一穂級数  粗 数 (10'/r)
第1図 施肥条件に対する籾数,一穂糎数の変
イヒの品種間差異
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第 2図 籾数と籾1,000当 り収量との関係

合が高く,次いでササニシキが若干高く,チ ョウカイ・

たちはなみはやはり低いほうに属する。なお, レイメイ

はこの粒数にまでいたらなかった。40,000粒以上での品

種間差は一部品種のみがこの粒数を確保したのみなので

比較できない。

次に,施肥条件と登熟歩合の関係を第 3図でみると,

前述のように一般的には,靭数を増す施肥条件は登熟歩
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第 3図 籾数と登熟歩合の関係

合を低下させる。同じような粗数を異なる施肥法で確保

した場合,すなわち,基肥と追肥で確保した場合につい

てみると,例えばフジミノリのNo 3・ 4, レイメイの

No3・ 4, ササニシキのNα 3・ 4は,いずれも基肥

区のほうが登熟歩合が高くなっている。また,徳首分化

期と減数分裂期の差については,両者がほぼ同数の場

合,例えばふ系77号, レイメイの No 2, 3ま たはNo

5・ 6では前者の登熱歩合が高い。このことは,いずれ

も登熱歩合の高いほうが穂数の多い点から,靭数を穂数

で確保したはうが有利であることを示していると考えら

れる。

籾数と玄米千粒重の関係については第 1表に示すよう

に,糎数が増加するに従い全体的には低下するが,低下

の程度は品種により異なり,フ ジミノリ・ササニシキは

低下が著しく,その他の品種は,本試験の靭数の範囲内

では変化が少ないようである。また,施肥の関係では ,

減数分裂期の追肥で千粒重が若千増加するのが認められ

る。
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4ま め

1 同一施肥条件で確保される穂数,糎数および基肥
量の差,追 IEの有無による籾数の変動の11には大きな品

種間差がある。

2 稗轟 葉身長の伸長率の大きいものは倒伏しやす
くなるが,同一伸長率でも倒伏程度に大きな品種間差が

あり,これには得質や繹長が大きく影響している。

3.千糎当り収量は粗数増加にしたがって低下する

が,その低下率には判然とした品種間差がみられる。

4 靭数増加に伴 ,登熟歩合,玄米千粒重の低下には
明らかな品種間差がある。


